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1. はじめに 

福島県のため池の Cs 除染に関しては、当初からその Cs 汚染調査（水質、底泥）が実施さ

れてきた。平常時の地下水や河川水、ため池等の水中の溶存 Cs 濃度がほぼ基準内であったこ

とやため池の貯留水の持つ放射線遮蔽効果の高さによって、ため池の除染には緊急性が認め

られなかったが、農業用ため池に関しては、環境省が行う除染の基準を満たすため池（住宅

や公園に隣接する、一定期間、水が干上がるため池）でなくとも、営農再開・農業復興の観

点から対策が必要と判断されれば、農林水産省の技術支援のもとで、県や市町村による福島

再生加速化交付金での対策事業が可能となった。ここでは、小型の農業用ため池を対象とし

て、その汚染実態と今後の除染対策に関して検討した。 

2. 方法 

川俣町の小神地区とその周辺のため池群を対象とした予備調査（立地、規模、Cs 汚染レベ

ル等）の結果、調査地区内において事故当初から継続調査されている松沢上池や中規模以上

のため池を除き、未調査（内一つは同時期に県・国も調査）と思われる、谷内田の起点部

（谷頭）にある小規模（いずれも短辺×長辺が 30ｍ～40ｍの 1000 平方ｍクラスの面積）のた

め池３ヶ所を選定し、２次調査を実施した。それらのため池を X 池,Y 池,Z 池とする(Fig.1)。  

3. 結果概要 

・小神地区の調査ため池の底質の放射性 Cs 濃度にはばらつきがあったが、ため池の底泥 /リ

ター（落ち葉・水草）からは例外なく放射性 Cs が検出された。 

・同一のため池内であっても、底質の放射性 Cs 汚染濃度は均一ではなく、特定の場所におい

て高濃度なポイントがあった。また、ため池の底質の上層部では高く、下層になるほど低く

なる傾向がみられたが、表層では低濃度で、その下層に厚い Cs 集積層が存在する場所もあっ

た(Fig.2)。  

・ため池の上流域（集水域）では、地形（勾配・広さ）、土地利用形態（旧棚田・畑）、植生

（表層の落ち葉の量）によってその Cs 濃度・土砂移動に大きな差異が認められたが、いずれ

も表層に Cs が集積しており、現時点では深部への大きな浸透は認められなかった (Fig.3)。 

・ため池表層に密生（浮遊）していたヒシには、Cs が集積している可能性が認められた。冬

季に Cs を含んだ有機物として水底に沈降して、ため池内における Cs 循環を形成しているこ

とが示唆された。 
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4. 提 案 

・山間の小型ため池には、大規模な土木工事の実施や

大型プラントよりは、簡便な実用手法の適用による除

染がより現実的である。 

・ため池の規模・立地や汚染レベルによって、Cs の

除去と固定化のどちらか、あるいは両方の実施を使い

分ける必要があるが、小規模で浅い水深のため池に関

しては底質の巻き上げ防止が必要となるため、凝集浮

上分離法を推奨する。 

・土砂の流入が予想されるため池に関しては、上流                  

側に砂防施設を設けるか、ため池自身を Cs 保管池  

として運用する必要がある。この場合、多連の 

ため池ならば、上流側のため池が活用できる。

また、簡便な対策であるゼオライトブロックの

集水域への配置などを推奨する。 

・ため池底質の Cs 除去後、ため池にヒシを繁茂

させ冬季に回収することが効果的であろう。 

・ため池近傍では落ち葉(樹木)や表層土を除去

し、有機物等の再流入を防ぐ必要がある。 

・今後は、除染だけではなく、ため池の継続管

理の問題が大きくなる。生態系の保全にも留意 

した総合的な対策が必要となる。 
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Fig.1 調査地区図 Research Map 
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